
約税のおねがい

燃の務謀総lf守?詩iとおとなわれるには、やはち

みな事んのC協力がなくてはできません。

防署特はきめちれた綴i総1哩tC:おさめるようおお

がいします。

瞬
年
頭
-aea

に
も
給
水

配
水
管
布
設
工
事
始
ま
る

井
を
予
定
し
て
、
湖
北
会
の
住

宅
会
図
地
隊
内
の
各
一
腕
に
作
ち

れ
る
井
戸
か
ら
静
水
場
ま
で
の

ヱ
事
で
す
。

消
火
栓
設
置
は
、
地
上
式
が

十
一
基
、
地
下
式
む
十
八
基
の

齢
制
八
十
品
八
級
者
数
榔
執
し
ま
す
。

ζ
れ
は
や
小
淡
…
拙
州
、
端
的
抑
制
淡
に
議

づ
い
て
絞
隠
す
る
も
の
守
、
火

災
な
ど
の
滋
綴
腕
時
に
附
民
間
用
安
る

・
も
の
で
す
。

な
お
、

ζ
市W
T
ム務
A
W
ヱ一樹瑚ば

制
昭
和
制
附
悶
十
三
部
中
九
百
川
来
的
関
で
す

が
、
本
年
押
見
醐
樹
の
会
鋭
的
関
な
縄
問

状
謂
縄
水
は
、
本
即
時
mu

一
僚
に
も

深
刻
な
水
不
閥
単
を
も
た
ら
し
葬

裁
に
心
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

ζ

の
よ
う
な
こ
と
か
ち
又
惑
を
念

宮、

ζ

の
工
事
を
行
な
う
出
河
辺

で
は
な
る
べ
く
学
く
給
水
で
き

十
一
月
二
十
六
呂

町

議

会

議

員

ト
一
月
刊
一
一
十
日
M

で
任
問
掛
け
か
縄
問

下
十
'
呂
町
叫
議
会
議
員
の
遜
検
出
掛

口M
M
炉
、
十
一
月
二
十
六
出
H

(

間H

線
開
問
)
に
片
山
ち
ま
し
た
。

十
月
十
一
以
門
口
に
醐
附
か
れ
い
に
波

数綿開制瑚義一回斜
A
判
明
、
、
淵
地
獄
中
人
名

簿
か
ら
絢
出
制
さ
れ
た
チ
お
の
総

数
人
に
あ
て
に
ア
ン
j
v
l
ト
ぬ

潮融機開閉口口
W
N

問
問
宇
る
問
問
山
授
は
、

悶
悶
附
鴨
川
口
と
総
務
の
お
っ
た
も
の

が
不
波
紋
仁
、
い
よ
れ
の
け
開
明
、

も
よ
い
と
い
う
財
閥
捻
況
を
会
め
る

と
食
休

ω八
十
八
パ

i
乞
ン
ト

に
あ
た
今
、
ち
っ
し
に
滋
世
帯
人

の
旬
刊
を
泌
総
さ
せ
る
と
と
も
げ
い

十
}
川
崎
ぷ
R
m
w
務
綿
織
的
側
鎌
田
院
総

欠
滋
地
?
の
率
銭
安
会
め
、
即
時
議

会
議
問
持
議
悦
干
の
期
間
伐
を
ぬ
は
寂
し

き
く
と
い
や
な
気
持
に
な
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
受
浦
雄
前
官
殺
か
な

い
や
だ
な
あ
、
だ
け
ど
滋
叙
す

る
人
主
人
を
ひ
い
と
い
い
気
持

で
は
・
な
い
だ
ろ
、
三
き
っ
と
、

注
意
3
5
?

い
や
な
気
持
げ

心
主
畿

3
2
3れ

額
鰭
畿
に
砲
が
だ
辻
、
ふ
〈
叫
り

一
え
韓
輔
が
を
し
て
、
ゃ

綴
匙
線
灘
必
齢
つ
げ
き
い
や
だ

瀦
総
額
噛
怠
ろ
う
々
、
ち
ょ

~
…
〓
、
畿
う
は
も
っ
と
ち
い

終
じ
ど
?
?
山
酬
い
気
持
で
は
な

い
の
だ
か
ら
、
人
は
お
制
問
、
浩
平

は
だ
側
側
、
樹
中
奇
描
地
ん
私
す
る
人
は

資
金
山
縫
い
獄
を
し
て
、
歩
い
て
い

る
人
毛
、
品
一
品
に
川
越
路
へ
で
な
い

よ
う
に
し
て
も
F

り
い
た
い
6

234号

繍和 42年 11月1日発行

:… 子楽祭主管著書室草署E発Z草子臣官役場

鷲童数 ;h0'乙{告471)82-2111 (代表〉

緩和34年7J'j30S第三種主草便物認可

喜善行13f草月 18・1613 1毒事2符

砂W 哨令。…'"⑥蜘崎。@伽醐瞬..山崎年酔同舟⑤拘叫今令伽咽命令加頃亀争画喝争俗司令-島@除司令..  咽.，匂師唱.匂静唱。。問.... 句初制命令同時事恥婦。物加噸縄bそご 士一-ん で-ご でこ こ二←二... 噌珍@静咽..恒輔時... 帽。@情喝..勘帽e

t5333令5L;Z;;品交h H 「 i宅一ぃ九寸勺γ し主主語i空求 時堂本

市川市川iii3i;えも寵式譲聾機追認ii許認道事業
日 リリウiTiitt汁小空{お壁 之f詰:t議離麟醸警会議覇雪量せ持詩
日がきid:55:?fi古川可 I11安川議議選轟轟欝機織鱗鑑験護主雪 Z主主主き
fmrE川主 H 以内鍾翠麓饗畿騒騒鰹欝芸空間同かぶbz己完;、;;量巴三事i子L- I僚議機購鱗鱗繍鞠欄轍機繍鱗繍鎚鱗欝櫨鰹の燃 急設第 H和

7J，if Z F 事立野雪 23芸員長{滋55E理主者自て忠同はれifE222君事室雪乙士宮

iti山轟籍調印H111?233iiiiiH昨日51iiii
! ネひ予~麹回路感4?翠11盆=4選そお 11 てい i 卦 トずる!ヨメヂJ1il下燃料すが千ト'ftilζ ずし得同二二銭て、な品行

ミュh奪還盤饗轟雲母 35221;224翌喜 lgb問。:P?ときi。Eτfzu要旨討

i;jは関曜講雲母担問jjii533i5342ig[討35535持ド誌
を ウゃっ際線建韓i領 萄醇還をいよ。ん i く いキ I守1)1~奇ごfjまどをと な '1 持1 録 手に畿で ~I 事ヱ コ布

選

挙

ま
し
た
σ

前
州
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
ち
で
す
a

。
滋
裳
備
期
臨
H

の
血
出
家
、
十
…
日
司

十
九
同
口

。
法
措
隅
惜
惜
の
閉
揖
出
山
嗣
期
間
関
、
十
一

符
月
十
九
お
か
ち
二
十
一
一
日
同
ま
で

の
間
関
口
口
開
関
門
午
的
問
八
山
町
三
十
分

か
ち
午
後
付
九
時
ま
で
)

。品税輔蝋出
H

十
…
悶
均
一
一
ト

h

八
日
午

線
む
線
。
か
ち
午
後
六
時
ま
で
、

ハV
側
側
醐
拙
繁
務
-
s
p
h
M
許
せ
て
行
な
う

滋
品
事
会
、
十
一
対
日
…
十
火
災
午

後
む
賊
時
ぷ
十
分
か
ら
繍
丘
小
川
ハ
ナ

絞
絞
殺
で
り
げ
な

-Z

調摺泰樹問問持活明
H
列
会
で
時
州
、
A
A

食
後
予
燦
お
に
対
し
て
、
州
以
帥
院

総
務
機
械
憎
げ
仏
側
聞
す
る
議
開
会
を

十
一
門
汚
十
州
問
8
午
後
一
一
時
か
名

簿
一
小
学
総
也
捕
笈
で
行
な
い
ま

す
の
な
倍
候
補
凶
駒
山
内
等
に
M
m
M
創々

努
類
は
そ
の
白
か
ら
交
付
し
ま

す。
十
七
日
、
十
八

H
の
問
日
を

立
候
織
に
必
耐
用
な
書
類
及
び
、

選
挙
運
品
開
日
間

rス
タ
ー
の
規
約

等
の
事
前
審
査
を
受
付
け
ま

す
。
立
候
出
聞
を
，

r定
し
て
い
る

方
は
、
で
き
い
ろ
阪
h
ソ
ζ

の一事

前
審
査
を
受
げ
ら
れ
る
よ
う
お

時
間
い
し
ま
す
。

告
示
日
か
ら
の
立
供
時
間
届
向

に
つ
い
て
の
同
味
付
は
、
午
前
八

時
公
十
分
か
ら
ハ
げ
な
い
ま
す
が

時
間
叫
聞
に
到
着
さ
れ
て
い
る
万

円
か
ニ
名
以
上
ぬ
る
場
併
は
く
じ

を
行
な
い
、
〈
じ
の
給
岡
市
閥
明
氏

る
よ
う
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

側
関
ザ
燃
は
、
ム
可
同
出
mwγ
ム対事で副部

本
絞
殺
殺
と
一
縁
仏
如
水
で
き
る

緩
紛
争
抑
制
入
し
て
あ
ち
ま
す
が

ζ
m
w
後
一
路
に
よ
を
品
給
水
で
き
る

線
開
閉
の
家
向
燃
に
つ
い
て
は
、
給

水
市
期
日
誌
み
舎
受
診
ち
れ
る
よ
う

学
燥
し
て
ね
科
ち
ま
す
の
で
、
お

駒
郡
岬
轄
に
中
小
鴨
鴻
淡
の
時
側
協
闘
が
拙
向
い

蛸
婦
間
関
し
ま
す
の
で
、
綿
判
事
ま
の

総
力
を
お
制
機
い
し
ま
す
。

な
お
、
附
時
党
ぷ
滋
mw
蜘
部
隊
引

込
み
蛸
民
間
問
、
骨
相
対
地
創
刊
会
依
つ
い

て
は
ま
だ
波
山
滅
さ
れ
て
お
ち
ま

せ
ん
が
、
本
和
小
山
庇
・
取
に
油
開
校
す

る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

求
道
の
と
と
に
つ
い
て
、
不

弱
の
点
が
あ
ち
ま
し
た
ら
水
噛
思

議
に
直
後
も
し
く
は
縫
殺
で
お

開
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

際んなそろって波書課じましょう

補欠選挙投票日

11月5日は

開
問
山
内
長
受
付
け
ま
す
。
そ
の
仙
附

の
時
は
山
川
毅
附
明
に
飢
餓
油
開
削
細

山山岳月
V
一
付
す
る
ζ
と
に
な
均
ま

す。
所
得
税
第
二
期
分

の
納
期
で
す
。

十
一
月
は
、
所
得
税
の
予
定

納
税
第
二
期
分
を
約
め
る
月
で

す。
申
告
所
得
税
第
二
鶏
分
誌
、

十
一
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

の
問
に
約
め
れ
ば
よ
い
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
災
害
、
盗
難
な

ど
に
よ
っ
て
財
産
に
領
豊
富
を
受

け
た
と
か
、
あ
る
い
は
納
税
者

や
そ
の
端
部
実
か
病
気
に
な
っ
て

年度別給水計画
多
一
磁
の
開
閉
然
災
が
か
か
っ
た
と

か
、
な
ど
の
滋
取
に
よ
っ
て
、

と
と
し
の
民
間
関
，
務
総
が
予
定
拙
制

緩
基
準
緩
よ
ち
絞
る
と
見
込
ま

れ
る
場
合
げ
い
は
、
予
定
総
数
組
制

mw
滅
相
綱
取
裁
を
行
な
い
、
制
榔
府
間

署
長
mw
一
態
調
帥
を
え
た
金
制
桝
を
柏
約

め
る
ζ
と
が
で
き
ま
す
。

級
制
偶
者
叫
抽
出
掛
則
棋
に
お
く
れ
な

い
よ
う
に
約
め
て
く
だ
さ
い
。

綴
療
に
お
く
れ
ま
す
と
、
余
分

に
延
滞
猿
が
か
か
ち
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
杭
刺
殺
し
て
く
ど
き
い

抑
部
判
鴻
火
制
概
什
以
内
仏
‘
ね
な
い
ま
ず
か

ら
、
午
附
則
九
時
…
ニ
十
分
琉
で
げ
い

帥
肌
蹴
例
制
部
隊
緩
ま
で
帥
刊
燃
し
て
く

村
仏
語
い
。

ま
わ
い
、
野
山
以
火
で
務
総
脅
か

け
℃
い
る
火
は
、
瑚
階
級
明
、
給
機

で
す
か
ら
災
・
務
ド
ッ
ク
化
Y
タ

1
〈
電
録
。
四
位
一
一
一
}
〈
八
九
〉

hoo一
品
。
〉
ま
た
は
役
場
保

健
制
限
民
球
絡
し
て
く
ど
き
い
。

品
人
の
放
し
制
約
は
や

め
ま
し
ょ
う

後
波
野
市
内
で
放
し
相
関
い
の
品
〈

が
日
開
引
絞
っ
て
多
く
な
ち
ま
し
た

持
院
し
組
問
い
に
す
る
と
、
人
に

か
み
つ
い
た
柱
、
臨
時
停
品
開
や
降
、

を
潔
ち
し
品
開
人
に
途
満
州
を
か
け

ま
A
7
6

飼
い
犬
も
飲
し
て
お
く
と
銭

私
、
注
射
済
累
を
つ
け
て
い
て

も
捕
獲
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
不
用
犬
の
引
取
り
は

X 

× 
× 

× 
× _.-

-'，' 
r 
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X 
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島
明
入
絵
山
削
に
側
聞
す
る
樹
帯
出
粥
の

踊
抽
選
手
鏡
、
転
入
料
輸
出
金
さ
れ

た
崎
明
合
の
事
務
処
謝
相
手
総
に
つ

い
て
、
調
例
作
品
叫
な
か
れ
て
い
る

李
総
き
と
新
し
い
判
明
僚
を
実
拙
躍

し
た
後
m
w
F綴
き
を
比
較
し
て

み
る
と
潟
市
り
と
お
り
で
す
。

酷
輔
副
副
を
原
郎
と
す
る

ζ
市W
知
持
制
同
議
本
合
割
問
剣
山
乳
時
同

期
組
問
久
管
制
服
州
問
と
し
て
お
h
ま
す

の
で
、
正
明
隅
な
伎
は
縄
ぷ
糊
関
す
る

朝
両
録
を
拍
車
出
捕
し
て
い
く
た
め
に

は
、
抑
同
さ
ん
の
援
組
儲
的
問
な
協
力

が
な
け
れ
ば
砧
滋
濯
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
い
転
入
、
戦
闘
、
世
世
相
主

変
質
な
ど
を
し
に
ぬ
合
、
い
づ

れ
も
十
間
関
口
同
以
内
氏
側
脇
山
桝
な
け

れ
ば
同
な
ら
江
い
ζ

と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
H
T
ζ

の
線
開
聞

の
に
附
閥
均

3
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

漏
出
を
怠
っ
た
総
会

も
し
、
と
の
同
組
問
問
者
怠
り
仲
間

間
町
議
室
長
げ
盗
殺
さ
れ
ま

っ
た
数
分
、
そ
の
者
に
つ
き
跨

行
政
余
絞
に
わ
に
る
綴
利
義
況
判

一
切
の
履
行
が
明
、
き
な
い
ζ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
仲
郎
総

し
て
く
だ

3
い。

;

ー

な
ど
の
準
汝
が
多
い
の
明
、
、
双

い

よ

い

よ

解

扱

い

に

は

十

会

議

し

て

く

だ

3
い
@

ト

-t苦闘

J

官
崎
、
殺
日
中
吋
流
院
協
F
必
誕
の
綿
判
…
禁
止
区
一
成
、
ま
ち
な
か

去
し
幽
選
出
向

F
L
J
'ド

E
V
泌
タ
冷
努
討
弓
ふ
時
や
人
と
み
の
場
所
、
“
口
の
白
山
部

ト
一
月
一
院
か
ら
駒
内
制
怖
が
閥
貯
た
め
に
は
、
公
出
品
後
続
例
会
の
許
門
口
没
後
は
狩
猟
す
る
ζ
と
が
で

終
に
な
り
例
年
二
月
十
五
日
ま
湾
を
必
嬰
と
し
ま
ず
か
ら
、
必
き
ま
せ
ん
。

で
つ
づ
き
ま
す
が
、
毎
年
ζ

の
ず
手
続
き
を
絞
ま
せ
て
か
ら
孫
。
絞
れ
ぞ
持
ち
歩
く
と
き
は
、
統

防
相
則
に
な
る
と
柏
村
附
刊
に
伴
う
い
持
し
て
く
が
向
き
い
。
争
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
か
、
が
お

ろ
い
ろ
h

也
教
吹
か
総
与
ま
す
。
許
可
取
締
酬
の
手
続
き
事
務
は
い
を
か
ぶ
殺
で
揃
偶
然
す
る
と
と

最
近
ガ
ン
プ
!
ム
の
郎
幹
鰯
習
を
響
楽
著
の
桔
抑
制
品
阿
聞
が
一
げ
な
づ
て

O
狩
猟
免
鈴
殺
と
い
惜
し
ょ
に

う

け

て

、

ハ

ン

タ

ー

の

数

も

綴

い

ま

す

。

帥

酬

の

時

計

一

得

誌

を

掛

川

概

す

る

ζ
と

納
期
し
て
お
り
ま
す
。
ハ
〉
悩
純
然
、
世
中
気
鎮
の
取
扱
い
の
ハ
〉
拙
開
人
名
品
慌
の
銃
を
所
持
し
な

ζ
れ
ら
の
山
中
で
邸
内
N
N
銃
に
よ
不
仲
間
総
か
ら
人
説
闘
を
殺
傷
す
る
い
と
と
。

リ
内
部
一
日
ぷ
組
問
問
青
果
物
市
慌
の
テ
レ
ホ
ン
サ
;
ピ
ス

倒
的
に
持
ち
あ
る
け
る
と
い
う
ζ

帯
同
巣
物
の
綴
絡
は
、
そ
の
川
口
十
分
か
ら
与
後
三
時
説
明
、
、

と
も
脳
相
悶
悶
mw
一
つ
で
す
が
、
受
そ
の
口
叫
に
よ
ち
変
与
、
幾
端
部
務
当
日
臼
策
潟
、
午
後
…
ニ
時
か
ち

気
鋭
m
w
m待
相
引
が
的
判
明
制
免
許
を
嫁
さ
ん
は
火
点
紘
一
気
に
h

は
る
乙
と
仙
仰
悶
州
市
削
減
、
横
浜
中
央
市
植
物

受
は
で
狩
猟
す
る
も
の
が
怒
め
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
十
月
一
の
滋
な
済
関
部
約
の
入
荷
盆
と
遂

て
少
な
い
と
い
う
と
と
も
大
主
語
か
ち
省
果
物
叩
削
減
U
戸
港
滋
で
地
別
録
爽
加
問
機
な
ど
を
お
匁
ち

な
緑
川
闘
の
一
つ
で
す
。
跨
げ
る
よ
う
に
な
き
ま
し
に
。
せ
し
ま
す
の
で
多
い
に
綴
織
し

そ

ιで
次
の
よ
う
な
ζ

と

に

‘

欄

職

協

楠

袋

持

で

く

だ

さ

い

。

開
閉
柑
属
し
て
A

号
待
ζ
そ
場
裁
の
な

O
間
同
七
一
1
1
六
六

i
六

一

六

一

な

を

、

ιの
u

ノ
レ
ネ
ン
サ

i

h

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
e

時

間

-

ピ

ス

は

、

闘

開

始

さ

れ

丈

ま

も

な

り
猟
銭
、
笠
気
付
隅
脅
所
持
す
る
抽
出
日
市
況
、
午
隊
十
一
川
時
三
い
も
の
で
す
の
で
、
と
れ
か
名

簡
素
化
さ
れ
る
届
出

住震主義本
台緩綴皮

一
つ
の
窓
口
で
用
が
た
り
る

AVi--::
十
一
月
十
口
付
か
ち
際
防
総
本
合
制
批
判
例
出
脱
が
さ
れ
、
会
制
棋
の
綴
山
内
か
叫
制
。
ieJ-
る

o
i
:
る
寄
食
さ
れ
る

ζ
と

に

な

り

ま

す

。

盆

ee--io

o
i
i
z
-
-
ζ
の
制
判
皮
は
、
会
制
闘
行
政
市
W

開
輯
刷
糾
淡
び
九
日
制
慌
の
時
腕

AUげいよ
h
参
加
仰
の

'iz---O

〈
Vii---A同
球
俗
、
総
単
絡
を
肉
る
乙
と
巷
間
的
仰
と
し
た
も
の
で
す
。

i
i
i
O

い
ま
ま
で
の
判
明
度
〈
往
路
鐙

録
制
制
俊
一
〉
は
、
作
礼
閥
均
畿
財
陣
、
選

挙
、
回
同
凶
州
地
問
機
州
開
時
間
、
欄
閥
同
問
年

金
、
食
松
山
臨
め
な
ど
削
加
ヶ
広
岡
脂

阪
を
し
て
、

ζ
m
w
開
輯
山
州
に
総
ペ
ノ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
A
口
綴
が
作
成

事
れ
て
い
た
に
め
に
、
的
問
え
ば

鎗
さ
ん
が

mm一
的
の
後
潮
見
壱
し
た

場
合
、
住
民
登
録
、
問
閥
陥
偶
然
燦

然
徐
々
ど
名
留
の
間
鴨
緑
を
行
な

か
な
ひ
れ
ば
な
ら
ず
券
穏
に
わ

ず
ら
わ
し
い
刷
開
後
で
あ
り
、
ま

た
嗣
関
係
官
附
即
時
に
お
い
て
も
繍
々

の
日
間
出
及
び
会
側
関
係
閣
す
る
務

務
奇
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

綴
務
処
磯
上
繁
雑
で
あ
る
ば
か

ち
で
な
く
総
…
事
れ
た
廷
滋
な

行
時
民
事
務
め
処
捌
掛
か
療
援
で
あ

為
ツ
法
子
レ
↑
向
。

と
う
し
た
現
状
を
攻
哨
脅
し
、

駒
郡
門
"
の
務
務
後
韓
首
を
開
問
り
、
鋭

意
ん
に
制
問
料
hu料
特
設
を
推
進
し

鶴
崎
氏
狩
お
の
撒
問
機
に
沿
っ
て

総
滋
的
関
に
か
つ
制
押
力
的
仰
な
行
災

糊
期
制
問
が
で
き
る
よ
う
に
法
鋭
化

ぴあ戦広

事
れ
た
の
が
、
乙
の
政
問
再
築
家

会
制
慨
蜘
桃
山
肌
で
す
。

長
民
議
一
本
合
職

制
度
の
効
果

κ

つ
い
て

住
所
の
笈
擦
な
戸
川
に
問
問
す
る

劇
出
が
儲
簡
単
に
、
い
ま
ま
で
は

佼
吋
黙
の
変
更
を
す
る
務
会
、
総

閥
均
搬
税
制
陣
は
も
ち
ろ
ん
選
挙
、
欄
闘

出
向
抽
偶
然
徐
険
、
銃
・
4
耳
、
総
給
な

ど
、
そ
れ
州
市
れ
開
勝
山
刷
れ
ぞ
す
る
必

獲
が
あ
り
ま
し
た
が
、
と
の
制
制

緩
の
実
施
に
よ
与
、
会
附
閥
ど
と

の
市
町
村
で
も
住
所
変
冨
院
な
ど

の
手
終
き
が
吋
本
化
さ
れ
、
ザ

つ
の
怒
バ
で
約
一
か
に
h
Jる
ζ
主

に
な
ち
ま
す
。

軸
耕
一
さ
れ
た
しJ

一
台
綴
に
よ

9
総

務
な
送
め
の
線
か
い
娼
日
数
、
い

ま
ま
で
は
、
各
滋
の
行
政
C
と

に
住
民
を
制
制
緩
し
て
合
綴
を
作

成
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
九
時
師
械

の
帥
制
}
に
よ
ち
、
選
世
帯
人
名
簿

一一一一一…ー{第三種響詩語建物草書官号}
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の
作
成
M
V
筏
同
盟
誌
な
h
J、
際
閥
均

餓
擦
係
融
問
、
予
防
間
接
穏
な
ど
各

殺
の
対
抗
部
品
唱
が
ぶ
織
に
網
開
出
向
で

き
、
俊
民
に
対
す
る
広
報
滅
的
締

役
ど
ち
容
易
に
な
争
、
仲
間
倒
的
ゅ

ー
ピ
ス
も
行
な
い
易
く
な
り
、

行
き
と
ど
い
た
行
政
運
営
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

住
民
齢
制
緩
の
渓
惨
な
資
料
利
絞

針
が
得
や
す
く
な
る
。
ザ
此
蹴
離
な

山口州制
h
w

前
淑
閥
聞
に
よ
り
、
会
怒
糾
騨

楠鼎
m
w
A
品
以
必
然
な
ど
に
必
w
置
な

陪
代
川
出
作
仏
関
す
る
炎
終
が
拙
何
や
す

く
な
り
、
各
組
側
対
抗
叫
に
人
員
及

び
担
問
貨
の
節
減
け
か
問
問
h
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
額

制
度
託
基
づ
く

届
出
の
し
か
た

伶
対
と
し
て
の
議
位
の
変
謝
料

に
糊
附
す
る
緩
鈎
を
す
る
場
合
は

次
の
よ
う
に
行
な
う
ζ
と
に
な

り
ま
す
。

①
針
転
入
居
、
市
刊
紙
綴
陥
端
、

mw

絵
撚
凶
閥
〈
新
し
く
設
け
ら
れ

た
て

mw附
拶
主
変
更
扇
、

ζ

の
外
滋
融
市
、
問
問
脳
内
健
康
保

時
間
、
同
開
削
伺
ザ
品
端
、
制
臨
時
制
な
ど
の

絹
山

ω及
び
取
し
出
糾
げ
か
附
附
時
吋
に
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
与
ま
せ
ん
が

い
ま
ま
で
ほ
、

ζ
れ
ら
の
緩
訟

は
ね
付
酌
執
務
に
ぬ
的
合
が
従
め
毛
れ

て
い
た
た
め
別
々
に
手
緩
急
を

と
る
必
.
袋
が
あ
ら
ま
し
た
が
、

と
の
斜
波
の
笑
誌
に
よ
ち
、
す

べ
て
館
山
隊
と
し
て
の
崎
地
位
の
変

更
に
関
す
る
同
綿
織
は
、
伎
国
内
異

動
M
掴
に
帥
腕
一
さ
れ
、
一
つ
の
銭

的
に
よ
り
蕊
補
擁
な
台
機
が
綴
融
機

事
れ
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

開
開
山
関
の
湾
総
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
を
と
金
ほ
ど
絞
っ
た
と

と
ろ
は
な
く
、
噂
湾
総
に
よ
る
題

山
山
だ
け
で
口
頭
に
よ
る
綴
縦
方

岬
院
は
む
く
な
ち
ま
し
た
。

ま
に
、
同
駒
山
山
人
に
つ
い
て
は

本
人
奇
級
制
則
と
し
て
お
り
ま
す

地転入
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で
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続
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例
年
三
月
大
学
お
よ
び
ず
科
目
号

令
校
本
綾
H

見
込
者
も
受
験
で

き
ま
す
。

二
、
深
川
市
子
市
此
人
以
十
一
一
方
根

気
、
交
付
期
間

肉
料

Mmh山川悶し
E

二
年
十
月
十
六

口
M

f

引
い
附
和
問
問
ト
ス
年
ト
一
一
月
十

問
問
、
銀
出
用
件
品
数

川
間
山
抑
制
悶
十
一
一
年
十
)
叶
丹
市
何
時

駁
}
晶
、

w時
刻
子
氏

市
沖
災
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、

駒
田
き
ん
の
削
減
然
、
地
恩
見
が
み
ち

ま
し
た
ら
噛
開
業
総
へ
お
銭
ち
せ

く
だ
さ
い
。

消
防
務
員
募
集

柏
的
冷
中
a
W滅的問問同胤
H
H勢
集

司
、
受
験
炎
w椴

開
閉
お
開
問
ト
二
年
十
一
日
二
段

カ
を

h

符
し
、
4
漏
出
開
業
必
遂
行

上
心
身
に
ふ
又
隊
の
な
い
も
の

i榊人名簿|寸転IU間決 h
十→

タ i俊民茶木 u 絞 i
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〔

ζ
h
い
か
ら
の
手
緩
い
〉

開
閉
印
刷
悶
ト
一
一
一
年
滋
片

円
必
〉
や
〈
料
紙

a

守
山
腕
、
待
過
等
ヰ
持

制
酬
に
つ
い
て
は
総
M
m
f即時楠慌

時
間
本
部
門
お
孫
ム
ナ
附
削
減
派
手

一
八
問
問
七
の
~
八
、
総
綴
ハ
〉
限

必
}
〈
八
一
一
)
二
二
一
ぉ
へ

糊洲い
A
U
せ
下
さ
い
。

ゴ
ミ
収
縁
取
止
の

お
知
ら
せ

十
一
月
二
十
三
日
〈
木
限
設
}

紛
れ
の
仁
詩
、
む
の
無
料
相
拭
越
中

山H
的
役
し
え
ず
引

職

員

募

終

山
叫
係
子
前
判
…
絞
制
中
務
総
闘
州
岳

山
仇
の
と
れ
き
葬
祭
し
ま
す
e

AV採
川
子
山
流
人
民

山
内
千
十
れ

女

子

若

千

名

AV叫
χ
品
開
資
w
m

c
m，l
は
附
お
十
八
年
一
月

一
円
以
降
に
従
れ
た
者
、
女

子
は
削
閉
山
刊
に
ふ
i

…
年
一
月
一

日
以
出
部
門
仏
咋
ふ
れ
た
も

ωで、

本
釘
に
ぶ
片
山
す
る
名
。
ま
た

は
端
組
数
村
純
白
範
測
に
校
校

ず
る
と
州
制
め
る
お
c

。
'
持
絡
が
州
問
叫
中
濃
円
以
上
の
者

お
よ
び
心
不
世
掛
け
ぬ
込
'
J
U

弱
者
、

ま
た
は
乙
れ
と
対
等
以
上
の

ゆ
ナ
カ
を
灯
す
る
私
自
、
た
村
い
し

女
子
市
川
偽
公
け
H
M
平
待
者
に
絞

る。。
次
の
い
J
q
れ
か
に
徐
州
出
没
す

る
人
は
受
品
開
で
き
ま
仲
は
ん
e

mw総
本

ω国
絡
を
討
し
な
い

も
の
。

mwH岡
山
尚
削
湘
問
符
お
よ
び
準
禁
治

産
者
。

め
が
こ
以
ト
い
の
郊
に
M

畑
サ
ら

れ
た

Lω
。

+
級
料
腕
、
第
}
次
、
国
語
、
作

文
、
渋
川
下
、
げ
政
相
川
場
席
、

第
二
次
、
川
刷
機
お
よ
ぴ
母
体

検事品、

争
受
給
申
込

ハv
m
h刊
内
十
一
一
年
十
一
月
卜

五
け
し
よ
で
。

。
巾
込
川
川
総
絞
殺
Mm，
十
的
役

時
総
昨
日
淵
伐
に
あ
り
J

は
ず
ο

。
添
付
存
料
摘
は
U
V
山
時
一
族
、

線
総
決
H

…
出
刷
、
県
収
終
け
す
後
背
中

場
用
叫
同
州
制
川
崎
山
川
洋
}
却
期

争
議
齢
制
州
問
日

受
験
、
市
込
お
に
巡
っ
て
減
給

'udA川十
F
O

538 

鳴

門

兇

崎

情

時

間

十
一
月
の
夜
間
加
納
必
は
、
次

の
日
夜
で
一
μhは
い
ま
す
。

向
附
品
交
問

十
一
一
パ
卜
日
〈
MA
一一
'A2
刷機

B
〉

中
執
郎
両
仰
中
川
副

ト
一
月
十
じ
れ
〈
品
市
…
…
…
議
開
明

後阿川，

r中
央

公

民

知

一

卜
一
け
巧

τ十
二
日
(
J
V

月
間
永
一

熔

け

付

〉

一




